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無事故で健康な冬休みを⛄ 
 二学期終業式にあたり、生徒の皆さんに次のようにお話ししました。 

 式辞の前に、先日北九州で塾帰りに寄ったお店で男女中学生が刺され、女生徒が亡くなり、男子生

徒も重傷を受けるという悲惨な事件がありました。何の落ち度もない中学生が、なぜこのような目に

合わなければならないのかという思いです。年末年始にかけて、楽しいイベントが続きます。皆さん

も、もしかしたら夜遅くに出かけることもあるかもしれません。自分だけは大丈夫などという甘い考

えは通用しません。年明け、三学期には皆さんの元気な顔が見られるよう、くれぐれも事件事故に遭

わないように気をつけてください。 

  
 保護者の皆様、今学期も一方ならぬご支援をいただき誠にありがとうございます。令和六年は年明

け早々に大きな出来事が重なり、いったいどうなっていくのかと不安な幕開けでしたが、皆さんにと

ってはいかがだったでしょうか。来る令和七年が誰にとっても穏やかで素晴らしい年であることを願

うばかりです。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

日 曜 週 学校行事 PTA、その他 部活 給食

1 水 元日、冬季休業日、学校閉庁期間(～1/3)

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月
AM×
PM○

7 火
AM×
PM○

8 水
A 始業式 金6

３学期始業式
No

Club
Day

×

9 木
A ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ

木6
ﾃｽﾄ
木4

実力ﾃｽﾄ⑤、１・２年生大阪府ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ、中
央委員会❸

○ ○

10 金
A 金1 金2 金3 金4 金5 金6

○ ○

11 土

12 日

13 月 成人の日

14 火
B 火1 火2 火3 火4 火5 火6

学年集会、専門委員会❸ ○ ○

15 水
B 水1 水2 水3 水4 水5

まなび舎
No

Club
Day

○

16 木
B 木1 木2 木3 木4 木5 木6

３年なるまでﾃｽﾄ(6限)
PTA役員会・実
行委員会

○ ○

17 金
B 金1 金2 金3 金4 金5 金6

3年のみ5限授業 ○ ○

18 土

19 日

20 月
A 月1 月2 月3 月4 月5 １年

火1 ２・３年５限授業
再

16:00
○

21 火
A 火1 火2 火3 火4 火5 火6

生徒集会 ○ ○

22 水
A 水1 水2 水3 水4 水5 木5

まなび舎
No

Club
Day

○

23 木
A
特時

木1
ﾃｽﾄ

木2
ﾃｽﾄ

木3
ﾃｽﾄ

木4 木5 木6
３年卒業テスト① ○

○
3年×

24 金
A
特時

金1
ﾃｽﾄ

金2
ﾃｽﾄ

金3
ｱﾝｹｰ
ﾄ

金4 金5 金6
３年卒業テスト②、私立高校出願(PM)

PTA委員選出会
(図書館)

○
○

3年×

25 土

26 日

27 月
B 月1 月2 月3 月4 月5

× ○

28 火
B 火1 火2 火3 火4 火5 火6

班長会⑦ × ○

29 水
B 月1 月2 月3 月4 月5 月6

まなび舎
No

Club
Day

○

30 木
B 木1 木2 木3 木4 木5 木6

○ ○

31 金
B 金1 金2 金3 金4 金5 金6

○ ○

授業

１月行事予定（保護者・生徒用）

１年生の保護

者対象です。

式辞 

  

長かった二学期も本日で終了です。ここのところずいぶん寒さが厳しくなってきましたが、この二

学期はとてつもなく暑い日が続いたのを覚えていますか。十一月になっても各地で夏日を観測するよ

うな状態で、いったいどうなっているのだろうと思いましたが、季節はきちんと巡るものなのですね。 

 一年を通してみれば、漢詩の一節「国破れて山河在り」ではありませんが、自然の姿は大きく変わら

ないかもしれませんが、人の世は短期間でも激変してしまうことが証明されたようでしたね。世界に

目を向ければ、ウクライナに続いて中東でも大きな争いが起こり、戦禍は今も広がり続けています最

近では国家体制が崩壊した国もあります。お隣の韓国でも緊迫した情勢が続き、連日報道が続いてい

ます。来年はアメリカ大統領も変わります。では国内が平穏なのかと目を移してみると、決してそん

なことは言っていられる状況ではありません。衆院選挙によって与党と野党の数が逆転し、私たちの

生活にも影響が出ています。その大切な選挙自体が、これまでなかったような問題点が続出し、SNS

が結果を左右する現象まで出てきています。ネット上に飛び交う情報が正しいかどうかもわからず、

ただ勢いに乗せられて物事を判断してしまう恐れが私たちを取り巻いていることに、中学生である皆

さんなら、もう気づかなければいけないのです。 

 では私たちはどうすればいいのか。その一つの方法が、一旦立ち止まって「問い」を立てることで

す。本当にそうなのか、違う見方はないのか、それを信じたとして、その先はどうなるだろうか。その

ような「問い」をいくつも立てて物事を判断する習慣を身につけましょう。今の時代、膨大な情報が飛

び交っているのを止める方法などありません。ならばその中から自分にとって本当に必要で、しかも

嘘や、ごまかし、悪意のないものを選び取るようにすることを心掛けましょう。その力をつけるため

の方法の一つが新聞や本を読むことです。基本的に新聞記事などには取材した裏付けと責任がありま

す。また、たとえ小説などのフィクション（つくりもの）であっても、本を読むという行為は、登場人

物の視点に立つことによって、多様な見方ができることに繋がります。何より「読む」という行為は、

情報を受けるではなく、自発的に取りに行くことです。そこで得たものは、きっとこれからの皆さん

にとって一つの助け、あるいは力になるものと言えます。 

夏休みと比べると短くはありますが、夜の長いこの冬休み、ぜひ「読む」ことにチャレンジしてくだ

さい。 

最後に、令和七年が皆さんにとって素晴らしい年になることを祈って式辞といたします。 


